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■調査対象・期間

■送付・回答人数

学科・研究科 対象者数 不達数 不達率 回答者数 回答回収率
看護学科 91 5 5.5% 32 37.2%
栄養学科 88 3 3.4% 34 40.0%
助産研究科 21 0 0.0% 11 52.4%
看護栄養学研究科 9 0 0.0% 3 33.3%

合計 209 8 3.8% 80 39.8%

■回答集計結果

学科・研究科 回答者数 回答率
看護学科 32 37.2%
栄養学科 34 40.0%
助産研究科 11 52.4%
看護栄養学研究科 3 33.3%

合計 80 39.8%

回答数 回答率 回答数 回答率
看護学科 27 84.4% 5 15.6% 32
栄養学科 31 91.2% 3 8.8% 34
助産研究科 10 90.9% 1 9.1% 11
看護栄養学研究科 3 100.0% 0 0.0% 3

合計 71 88.8% 9 11.3% 80

問2. 現在、あなたは働いていますか。

学科・研究科 ①はい（働いている） ②いいえ（働いていない） 回答者数

2020年度卒業・修了生対象 就職状況調査 回答集計結果　

調査対象者 ：　2020年度卒業・修了生（退学者除く）
調 査 期 間 ：　2021年12月23日～2022年2月末

※回収率は、不達数（住所不明等で返送され、以後連絡のつかないもの）を除き算出

問1. 在学時の所属をお知らせください。
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回答数 回答率 回答数 回答率
看護学科 26 96.3% 1 3.7% 27
栄養学科 30 96.8% 1 3.2% 31
助産研究科 9 90.0% 1 10.0% 10
看護栄養学研究科 3 100.0% 0 0.0% 3

合計 68 95.8% 3 4.2% 71

回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率
看護学科 22 68.8% 10 31.3% 0 0.0%
栄養学科 17 50.0% 15 44.1% 2 5.9%
助産研究科 4 36.4% 7 63.6% 0 0.0%
看護栄養学研究科 3 100.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 46 57.5% 32 40.0% 2 2.5%

全体

【その他】　看護学科（2名）栄養学科（3名）、助産研究科（1名）
　・転職先が決まり、いまは有給消化期間
　・持病、家族の事情により、札幌と実家を往来している。
　・他にやりたいことを見つけたため
　・結婚

問6. [全員] 入職前（在学4年次）、自分自身の就職先等の進路に満足していましたか。

学科・研究科 ①満足 ②普通 ②不満足

11月から。人間関係の悩みも理由の一つ。

問5. [問2で ②いいえ と答えた方] 、現在、働いていない経緯（転職時からの経緯等）をお知らせください。

【進学】　看護学科（3名）

学科・研究科 ①卒業・修了時と同じ職場 ②卒業・修了時とは別の職場 回答者数

問4. [問3で ②いいえ と答えた方] 転職時期・理由をお知らせください。

転職時期 ・ 理由

前の勤め先がブラックだったため。

問3. [問2で ①はい と答えた方]　　① 卒業・修了時と同じ職場　② 卒業・修了時とは別の職場
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回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率
看護学科 14 43.8% 16 50.0% 2 6.3%
栄養学科 12 38.7% 15 48.4% 7 22.6%
助産研究科 4 36.4% 7 63.6% 0 0.0%
看護栄養学研究科 3 100.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 33 41.8% 38 48.1% 9 11.4%

全体

・思っている内容と違った。
・6連勤以上が普通にあったり、給料が思ったより低かったり等、福利厚生の面でキツさを感じる。
・人手不足により、別の業務が増えたため。

・想像していたより介護のような業務が多いこと、病棟編成によって希望していない科の患者さんの看護も行わなくてはいけな
いこと。

・体力仕事が多い。

・栄養士としての仕事よりも、掃除など環境整備の時間が長い。栄養士の業務も栄養主任のなかで決まってるものしか取り
組めない。

・行政への就職希望であったが就職したのは病院であったため。
・自分が想像していた以上に臨床の現場で働くことが充実しているため。

・業務内容に不満は無いが、自分の力量があまりにも不足しており、入職前に思い描いてた自分とはギャップがある。
・仕事内容が辛い。
・勤務内容や勤務時間と給与が見合ってないと感じているため。

・時間外労働が多い(残業、研修、テストなど)、職場環境があまりよくない。

・まだ栄養士としての知識を活かせる場にでていないので。
・管理栄養士としての知識を活かせるような部署が作りたくて入社したので、まだ実現していないという点に置いて満足が出来
ていない。しかし、今の職には満足している。

・辛すぎた。
・働いてみたら楽しいしずっと今の場所にいるのも悪くない。
・仕事量が多く、一人ひとりの利用者を見る時間が作ることができていないため。

・仕事についての勉強量が多く、身体的疲労が強い。
・業務がとても忙しい。特に緊急入院が多い病棟で、その対応のために残業することも多い。
・急性期病院で、さらに小児科なので、患者さんの入退院のスピードが早く、1人1人にじっくり関われない。忙しさの波がある。

・入退院が激しく多忙なため。

・業務は大変だが人間関係と賃金に満足しているから。

・前から目指していた栄養教諭になれ、給食管理と食育が出来ることについては とても満足している。しかし、職場内の調整
ではスムーズに進められないこともあり、難しさを感じている。

・思っていたよりお産がとれない。夜勤に入れさせてもらえない。
・希望の配属先ではなかった。
・単純に仕事が辛い。

・思い描いてた理想と、現状の業務の忙しさとのギャップがあった。

・給料が他と比べ少ない。
・入職前に提示された労働条件と相違があった。

問7.［全員］就職後の、業務内容等に満足していますか。

学科・研究科 ①満足 ②普通 ②不満足

問8. [全員] 入職前（在学4年次）と現在で満足度に差がある場合は、その理由をお聞かせください。
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回答者数 割合
7 20.0%

13 37.1%
11 31.4%
12 34.3%
15 42.9%
3 8.6%
9 25.7%

回答者数 割合
14 36.8%
26 68.4%
16 42.1%
13 34.2%
13 34.2%
11 28.9%
10 26.3%

回答者数 割合
1 11.1%
6 66.7%
2 22.2%
1 11.1%
2 22.2%
3 33.3%
0 0.0%

回答者数 割合
0 0.0%
1 50.0%
2 100.0%
2 100.0%
1 50.0%
1 50.0%
1 50.0%

回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率

看護学科 16 50.0% 16 50.0% 0 0.0%
栄養学科 15 44.1% 17 50.0% 2 5.9%
助産研究科 10 90.9% 1 9.1% 0 0.0%
看護栄養学研究科 3 100.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 44 55.0% 34 42.5% 2 2.5%

問10. [全員] 本学の教育は、現在の仕事に役に立っていますか　①役に立っている　②普通　③役に立っていない

①役に立っている ②普通 ②役に立っていない

②受験報告書の閲覧

1）専門分野に関する知識と技術

学科・研究科

③就職相談員による就職相談
④模擬面接練習等
⑤履歴書・エントリーシートの添削
⑥授業（正課）
⑦学生支援教員等による面談等

⑤履歴書・エントリーシートの添削
⑥授業（正課）
⑦学生支援教員等による面談等

【看護栄養学研究科】
質問項目

①就職支援講座

【助産研究科】
質問項目

①就職支援講座
②受験報告書の閲覧
③就職相談員による就職相談
④模擬面接練習等

②受験報告書の閲覧
③就職相談員による就職相談
④模擬面接練習等
⑤履歴書・エントリーシートの添削
⑥授業（正課）
⑦学生支援教員等による面談等

⑤履歴書・エントリーシートの添削
⑥授業（正課）
⑦学生支援教員等による面談等

【栄養学科】
質問項目

①就職支援講座

【看護学科】
質問項目

①就職支援講座
②受験報告書の閲覧
③就職相談員による就職相談
④模擬面接練習等

問9. [全員] 本学の就職活動支援の中で進路選択や就職活動において、役に立ったことは何ですか？（複数回答可）
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回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率
看護学科 20 62.5% 12 37.5% 0 0.0%
栄養学科 20 58.8% 13 38.2% 1 2.9%
助産研究科 8 72.7% 3 27.3% 0 0.0%
看護栄養学研究科 3 100.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 51 63.8% 28 35.0% 1 1.3%

回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率
看護学科 16 50.0% 15 46.9% 1 3.1%
栄養学科 14 41.2% 18 52.9% 2 5.9%
助産研究科 7 63.6% 4 36.4% 0 0.0%
看護栄養学研究科 3 100.0% 0 0.0% 0 0.0%

合計 40 50.0% 37 46.3% 3 3.8%

　

・就職先は、プリセプターやメンターが近い存在にあり相談しやすいです。

・職場環境（主に人間関係）がよく、充実しています。
・看護師は手に職だということを大学時代よりも実感しています。

・自分のしたいことができる病院を選んでください。
・働くと時間という制限がある中で業務をこなさなくてはならないです。なので、統合実習のような看護師の1日の動きをしっかり
見ることが大切だと思います。
・月収や福利厚生等の労働条件で職場を決めるのではなく、離職率や研修制度などを重視して決めた方がいいと思います。
・コロナの影響もあり、病棟は忙しいと思いますが、後輩達にも頑張ってほしいです。

②役に立っていない

問11. [全員] 現在の状況（職場での充実度、悩み、後輩へ伝えたいこと等）をお知らせください。
また、本学の教育内容を充実させるため、ご意見、ご要望がありましたらお聞かせください。

2）コミュニケーション能力

学科・研究科 ①役に立っている ②普通 ②役に立っていない

3）問題提起、問題解決能力

・社会人になる前に、勉強とプライベートを両立させて学生時代を十分楽しんで過ごしてください。
・今の頑張りが入職の自分の踏ん張りに繋がると思います。やれば全て終わります。ファイトです！

■現在、業務、職場（進学先）について満足度が低いもの
・去年はコロナの影響で、病院見学が中止になることも多く、色々な病院の見学ができなかったせいもありますが、もう少し
色々みておくべきだったと思います。

【看護学科】
■現在、業務、職場（進学先）について満足度が高いもの

・想像と違う部分もあり、忙しい毎日ですが、充実した日々を過ごせていると思います。
・仕事はとても忙しいですが、先輩の指導のもと新しい手技を身につけていくことができ、自分の成長を実感できています。緊
急入院が多く、混合科の病棟であり学習は大変ですが、暫くはここで知識と技術を身につけていきたいと考えています。

・大学病院なのでとても忙しく体力的にも負担が大きいとは思いますが、教育環境は整っているため働きやすいです。
・若い世代が多く優しく厳しく指導してくれて、根拠を持った看護の提供ができるように支援してくれます。

学科・研究科 ①役に立っている ②普通

【栄養学科】
■現在、業務、職場（進学先）について満足度が高いもの

・給食管理から栄養管理まで一度に学べるのがいいところです。わかってましたが、給料はやっぱり低いです。
・委託会社は下に見られがちだし実際体力仕事で大変ではあるけれど、給料が良いです。
・とても楽しく働いています。働いて知識不足を感じることが多々あります。4年間で使える、説明できる知識を沢山身につけて
おくことをおすすめします！
・学内で学ぶ基礎的な内容も重要ですが、実際に臨床現場に立つと、応用的な知識や判断が求められることが多いため、
知識不足を凄く感じるのが悩みです。しかし、今の職場は入職前に思い描いていた業務ができる環境が整っており、他職種と
の関わりによって管理栄養士の必要性を感じられることが多いため、日々やりがいと達成感を得ながら仕事ができています。後
輩たちには、現場に出ると予想以上に知らないこと、上手くできないことが多く、知識不足や効率の悪さに落胆するけれど、そ
れは入職してから実際にやってみて覚えていくことなので、最初は最低限のマナーと礼儀を忘れないことと何のためにここに入っ
たのか、何をしたいのかという軸をしっかり持ち続けることが大切だということを伝えたいです。

■その他

・給料も大事ですが、職場の雰囲気が1番重要だと思います。あと、教育環境。
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・今年度で退職することに決めましたが、働きながら次の仕事を探すのが難しいです。
・苦手な先輩がいることや5時出勤、勤務地の駐車場がないことから仕事を辞めたくてたまりません。
・事務仕事時間が全くなく、食育の準備時間がありません。

・助産教育分野は助産教育について、学べます。どうぞ頑張ってください。

■その他
・業務を理解していない人たちから、色々言われることがあると思います。ですが、理解して支えてくれる人もいます。困ったとき
には誰かに話したりすると、中には味方になってくれる人が現れるとおもいます。休日にはしっかり休んでリフレッシュすることも大
切です。

・多重業務に対して優先順位を考えて働く重要性に気付かされます。先輩からの指摘は焦りますし落ち込みます。ストレスと
上手く付き合っていくことが大切だと感じています。

・専門職としての知識や技術はもとより、人としての気配りや思いやりも磨いていかなかれば自己の成長は期待できないと思い
ます。

【看護栄養学研究科】

■現在、業務、職場（進学先）について満足度が低いもの

■その他

・辛いことも沢山あるけど、同期に恵まれたことが1番良かったです。
・コロナの影響で制限も多いですが、この時期だからこそできる経験ことも多くありました。職場環境もよく充実しています。

【助産研究科】
■現在、業務、職場（進学先）について満足度が高いもの

■その他
・希望していた業務は出来ているが、正直、大学での勉強だけでは仕事に活かしきれていません。臨地実習で現場の実際を
見た上で、現場で働いている自分を想定して勉強しないと仕事で使える知識は得られないと思います。
・働いている先輩方の声が直接聞ける機会が学生の時にあったらいいなと思いました。先生方もいろいろな経験をされていると
は思うのですが、現在進行形で働いている栄養士の声を聞くだけでも学生の意識が変わると思います。大学の時にもっと気づ
いて学びを深めたり視野を広げられたら良かったなと働き始めて強く思います。
・職場の仕事内容はきちんと面接前、面接時に確認したほうが良いです。現在働いている職場で天使大学からも実習生が
来ていますが思ったより学生の態度、行動は見られていて採用にも響くはずなので真剣に取り組んで下さい。
・私はドラッグストアに就職しましたが、現在は管理栄養士の部署が無いため、これから部署を作ることを目標に働いています。
管理栄養士として病院や介護施設等に就職する人が多いため、企業で働くことが下に見られることもあると思いますが、大学
で学んできた事を活かして働きたいと思う気持ちには変わりありません。様々な授業、実習を経て感じた事と向き合って就活を
して欲しいな、と思います。

■現在、業務、職場（進学先）について満足度が低いもの
・開業した数年の職場はマニュアルなどの地盤が固まっておらず、新卒入社はは少し大変です。
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